
議会報告会・意見交換会での主な質問・意見に対する回答 

質問・意見の趣旨 議員回答要旨 

せっかくの機会なので、若い人の参加が 

もっとあるとよい。 

開催の運営方法、テーマ、周知方法などを検討し、若い世代が参加しやすいよう 

改善に向け、努力していく。 

色んな意見がたくさん聞けて面白い。 

時間が足りないので、もっと回数を増やしたり、 

平日、週末などにお願いしたい。 

今回、１部２部という構成だったが、時間配分の見直しを行い、意見交換の時間を増やしていく。 

回数についても、今後検討していく。 

給食センターの老朽化についてどう考えているのか。 

（水道が出なく、給食が配給できない事例があった） 

現在、給食センターの建替えに向けて、整備基本計画の修正業務を進めている。 

今年度中に候補地の選定を行い、規模や工期等について検討していく予定。 

いちごバスは夏休み、子ども無料で走っていたが、 

どのくらいの子どもが利用したのか。 

夏休みに開催した小学生の無料乗車では、２３日間で８３６人 

（１日平均２６．１人）が利用した。 

台風 19 号の風で近所の空き家の屋根が壊れて、 

道を塞いだ状態になっていた。 

応急処置はしたが、これからは空き家が増えると 

思われるが、何か対策はあるのか。 

倒壊や飛散物による二次災害のおそれのある危険な特定空き家等の対策については、 

「空き家等対策の推進に関する特別措置法」及び「真岡市空き家等の適正管理及び 

活用促進に関する条例」に基づき、助言→指導→勧告→命令→代執行となる。 

空き家などの状態に起因して、人命、身体又は財産に危害が及ぶことを回避するため 

緊急の必要がある場合には、緊急安全措置を取るようになっている。 

今年度中に、「真岡市空き家等対策計画」を策定し、特定空き家等について認定基準を定め、 

対策が講じられる。 

その他にも、真岡市では、空き家バンク事業も行っている。 

暮らしの便利帳の内容を最新のものにしてほしい。 最新の情報に基づいた改訂版を早急に作成することを執行部へ要望していきたい。 

 



【意見交換会：総務常任委員会】 

テーマ 質問・意見の趣旨 議員回答要旨 

公共交通 

いちごバスの乗車人数はどうなっているか。 平成３０年度より増えて、現在、一日当たり９９人ほどになってきた。 

いちごバスを農村部まで回してほしい。 多くの議員が一般質問でとりあげ、要望している。 

現在、第２期真岡市地域公共交通網形成計画を作成しているので、 

要望していく。 

総合運動公園は、多くの方が利用しているので、いちごバスを 

運行してはどうか。 

高齢ドライバーが運転免許の自主返納しても、公共交通が 

利用できなかったら、生活できない。 

社福協で、移動販売に力をいれてほしい。 市として、試験的に取り組んでいる。 

いちごバス、いちごタクシー５台の予算は、どのくらいか。 バス４，５００万円、タクシー４，０００万円である。 

防犯・防災 

災害が起こった後、災害復興に市民ボランティアが活動するが、 

ボランティア以外の人員の確保や予算はないのか。 

市民ボランティアに関しては社福協が窓口になっており、他には、 

自衛隊の支援や災害協定を結んでいる市から支援の物資や人員の 

派遣がある。 

避難指示をしている区域の住民数を考えると何万人という 

大人数になるが、受け入れ先は、大丈夫なのか。 

防災マップの見直しの際に要望していく。 

新庁舎は、防災拠点として役割をはたすことができるのか。 万が一のために、電気系統は５階にあり、 

その他、重要施設は、上階にある。 

夜間に避難指示が出た場合、高齢者や病気の方を連れていくのは 

不安であり、避難所に専門の方がいてほしい。 

避難所の在り方として、調査・研究していく。 

大内地区は、西、中央、東の小学校が、避難所に指定されているが、 

中部は低地のため使用できなくなる危険性があり、 

井頭温泉を指定できないか。 

１２月の定例議会で議員が一般質問で取り上げ、 

「指定避難所の見直しを検討しており、これにあわせ防災マップを 

改定していく考えである」との答弁を得た。 

防災マップの見直しは必要ではないか。 

風が強いと、防災無線が聞こえない。 

各家庭へのレシーバーを普及させたらどうか。 

防災無線は、現在２００基に増えている。 

また、来年度から、FM 無線で対応予定である。 

 



【意見交換会：民生文教常任委員会】 

テーマ 質問・意見の趣旨 議員回答要旨 

タブレット

を活用した

教育 

ICTを活用した授業によるリスク（スマホ中毒やネットいじめなど） 

にどのように対応しているのか。 

道徳や学級活動の授業を通して、情報モラル教育を実施し、 

適切な通信機器の使用について指導するとともに、 

家庭でルールを決めてもらい、使用状況を把握するよう 

保護者と協力して対応している。 

また、各学校に専門員である ICT 支援員を派遣し、先生に対して 

授業の方法や、進め方などの支援を行っている。 

タブレットなど ICT 機器の整備において、 

学校間の格差は生じないか。 

電子黒板については、平成３０年度に市内すべての小中学校の 

普通教室、理科室に導入が済んでいる。 

タブレットについては、現在、学校のネットワーク工事が 

実施されており、工事完了の進捗状況に合わせて順次導入され、 

本年度中にすべての小中学校に整備される。 

高齢者の 

介護 

介護用品の価格は高いと感じるが、その理由について 

どのように考えているか。 

介護用品は特殊な市場のため、競争原理が働き難いためと考える。 

そこで、本市では負担軽減を図るため、車いす、スロープなどの 

福祉用具の貸与や、入浴補助用具などの特定福祉用具の 

購入支援を行っている。 

「介護」において、市や関係機関とのつなぎ役として 

重要な役割を担っている民生委員だが、 

地域の民生委員が誰なのかわからない。 

真岡市のホームページ（真岡市 民生委員で検索）にて、 

連絡先及び担当地域を記載した民生委員・児童委員の名簿を 

公表している。 

今後は、地域の民生委員について、もっと周知できるよう 

区長会などを通してお願いしていきたい。（市に働きかける） 

 



【意見交換会：産業建設常任委員会】 

テーマ 質問・意見の趣旨 議員回答要旨 

いちご 

サミット 

いちごサミットを意見交換会のテーマとした理由は。 いちごサミットは、最も大きな市長公約の一つであり、 

シティドレッシングとして大きなイチゴのオブジェや旗などを 

設置しているが、詳しい内容をご存じない方も多い。 

市民の皆さんに説明する機会を設けたいと思い、テーマとした。 

いちごサミットについて、広報もおかに詳しい説明を 

掲載してほしい。 

広報もおか１月号（令和２年１月１日発行）に４ページにわたり、 

いちごサミットの特集記事を掲載。 

いちごサミットのために真岡市を訪れた多くの人が 

イチゴ狩りを体験できるようにしてほしい。 

多くのお客さんがイチゴ狩りを楽しめるよう、いちごサミットの 

タイミングに合わせて熟したイチゴの量を調整していく。 

 

 


